
「新岡山県不登校総合対策」にも示されていますが、不登校の未然防止に向けて、み
なさんの学校・学級は、児童生徒にとって、誰もが通いたくなる魅力あるものとなっている
でしょうか。今回は、今以上に魅力ある学校・学級に向けて取り組んでいる学校の事例を
紹介します。 

長期欠席・不登校対策のススメ １８号 

令和６年８月発行  岡山県教育庁人権教育・生徒指導課 

 

魅力ある学校づくり・学級づくりの取組について紹介します！ 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

☆「できた」「分かった」が感じられる授業づくり 生徒指導実践上の４つの視点を入れた授業づくり 

 学力向上担当教員、授業改革推進リーダー、研究主任等が中心となり、

全体の場や放課後の職員室で「できた」「分かった」が感じられる授業づ

くりを行うために授業改善を行っています。 

また、「生徒指導実践上の４つの視点を取り入れた授業づくり」を研究

主題とする学校が増えてきています。 

☆児童会・生徒会の主体的な取組  校則・きまりの見直し 

児童会・生徒会を中心に、「学校をもっと楽しくするた

めに」という議題で話し合い、全校で「的当て」「輪投げ」

「空き缶積み」等の企画を定期的に行う学校があります。 

また、校則や学校のきまりを見直し、今の時代や在籍す

る子どもに合ったものかを検討する学校があります。 

☆安全・安心な学級づくり 学校全体で行うポジティブな行動支援 

 学級づくりを得意としている教員が、定期的に教職員に向けた

特別活動だより『がっこう楽しい！』を発行し、居心地の良い安全・

安心な学級になるようなポイントを示しています。 

また、子ども同士だけでなく、教職員からも良い行動、努力や意

欲を認めるカードを子どもに渡す取組をしている学校があります。 



「勉強が分かった。」「友達と過ごして楽しかった。」「先生が支えてくれた。」
「今日も学校に行ってよかった。」「行事が楽しかった。」と児童生徒が思える
学校・学級にするために今後もチーム学校で取り組んでいくことが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

今後も誰もが通いたくなる学校や学級にするため、あなたの学校や学級では何を行うことが

できそうですか？話し合ってみましょう! 

☆専門家や関係機関との連携 

 スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーが「外部の専

門家ではなく、チーム学校の一員」であることを分かりやすく示して

います（写真は校長室前に名前・写真・役割・次回の勤務日を掲示

し教職員・児童生徒・保護者に示している学校の取組）。 

 また、学校だけでなく、児童生徒本人、保護者、きょうだい関係の

ある学校、教育支援センター、保健福祉部局、療育機関等の拡大

ケース会議の開催も進んでいます。 

☆養護教諭・登校支援員・自立応援室の支援員等の温かい対応、居場所づくり 

 登校したものの教室に入りづらい児童生徒の居場所と

して自立応援室等を設置する学校が増えています。養護

教諭、登校支援員、自立応援室の支援員、校務員、事務

職員、図書館司書等が温かく迎え入れることで登校でき

る児童生徒がいます。 

  

 生徒指導担当者が定期的に教職員に向けた「生徒指導だより」を発行し、生

徒指導提要の解説を行い、昨今の生徒指導の考え方を伝え、校内で気を付けて

いきたいことを紹介しながら、支援の方向性をそろえている学校があります。 

☆特別支援教育の視点を取り入れた対応 

 特別支援教育コーディネーターを中心に、右記ガイ

ドを活用し、学級の中でできる特別支援教育の視点

を生かした「授業づくり」、「集団づくり」を行っている

学校、通級指導教室の教員や特別支援学校のエキ

スパートの力を借りながら支援を行っている学校、交

流及び共同学習の時間や自立活動の内容を見直し

ている学校があります。 

☆生徒指導担当者を中心に方向性の確認 

※岡山県教育庁特別支援教育課

HP からダウンロード可能 

※特別支援教育エキスパート派遣

事業（詳細は市町村教育委員会

にお問い合わせ下さい。） 


